
英語語法文法学会第 31回大会プログラム 
大会参加費：学会会員 1,000 円／当日会員 一般 2,000 円  学生 1,000 円 

日時：2023 年 10 月 21 日（土） 

＜当日は大学の食堂が利用できません。各自、昼食のご準備をお願いします。＞ 

開催校：桜美林大学  町田キャンパス 
〒194-0294 東京都町⽥市常盤町 3758 

   ■ 新横浜駅から 

     JR 横浜線にて約 26 分、「淵野辺駅」下車、スクールバスにて約 8 分、「桜美林大学町田キャ

ンパス」下車 

   ■ 横浜駅から 

     JR 横浜線/京浜東北線にて約 3 分、「東神奈川駅」下車、JR 横浜線にて約 35 分、「淵野辺

駅」下車、スクールバスにて約 8 分、「桜美林大学町田キャンパス」下車 

      ■ 新宿駅から 

     小田急線にて約 36 分、「町田駅」下車、JR 横浜線にて約 6 分、「淵野辺駅」下車、スクール

バスにて約 8 分、「桜美林大学町田キャンパス」下車 

      ■ 渋谷駅から 

     東急田園都市線にて約 34 分、「長津田駅」下車、JR 横浜線にて約 13 分、「淵野辺駅」下車、

スクールバスにて約 8 分、「桜美林大学町田キャンパス」下車 

      ■ 八王子駅から 

     JR 横浜線にて約 19 分、「淵野辺駅」下車、スクールバスにて約 8 分、「桜美林大学町田キャ

ンパス」下車 

   ■ 町田バスセンターから 

     乗場 3 から「小山田桜台（ｵﾔﾏﾀﾞｻｸﾗﾀﾞｲ）」行きにて約 30 分、「桜美林学園」下車 

   詳細 https://www.obirin.ac.jp/about/campus/machida.html 
 
 
 

開催校委員：山岡洋 
大会実行委員：松原史典、吉川裕介、住𠮷誠、出水孝典、山岡洋、吉田幸治 

 
● 司会者・関係者（ワークショップ・研究発表・シンポジウム発表者）控え室（徳望館 3 階 AT-305 教室） 
● 大会本部・運営委員会室（徳望館 3 階 AT-301 教室） 
● 一般休憩室（徳望館 3 階 AT-302 教室） ● 書籍展示（徳望館 4 階 AT-402, AT-403 教室） 
 
 
 

受付： 10 時 00 分より  徳望館 1 階  

ワークショップ（徳望館 4 階 AT-401 教室） 10.30 – 11.45 

                             司 会 濱松純司（専修大学） 
1.  「移動を表す前置詞句について」…………………………………………… 西前明（函館大学） 
2.  「名詞 interest に後続する句」…………………………………… 桑名保智（旭川医科大学） 
3.  「談話標識の but と対応する日本語の逆接表現」……………… 田岡育恵（大阪工業大学） 



受付： 12 時 30 分より  徳望館 1 階 
研究発表 13.00 – 14.45 
 
第１室（徳望館 4 階 AT-401 教室）                           司 会 都築雅子（中京大学） 

1. 「Deny の持つ否定意味解釈―否定辞繰り上げとの関連から―」 
……………………… 伊藤一輝（東京外国語大学大学院） 

2. 「2 種類のことわざ表現 No X, no Y 構文―X の勧め・No X の勧め―」 
………………………………… 田村心（筑波大学大学院） 

    3. 「現代英語における speak of the devil の生産性と創造性」…………  山内昇（大同大学） 
 
 
第 2 室（徳望館 4 階 AT-404 教室）                          司 会 谷光生（京都女子大学） 

1.  「非制限現在分詞関係節の派生的性質」…………………………… 髙松龍（東京大学大学院） 
2. 「英語の「特別用法」の it をめぐって―日本語の指示表現との関連から―」 

…………………… 山本茉莉、山内信幸（同志社大学大学院、同志社大学） 
3. 「パラダイム内ギャップへの補完操作とその拡張力の段階性: people worldwide から 

people globally への拡張プロセスを事例に」…………………  松田佑治（名古屋学院大学） 
 
総会（徳望館 4 階 AT-401 教室）15.00 – 15.20 
総合司会                     前川貴史（龍谷大学） 
開会の辞 会  長 中澤和夫（青山学院大学名誉教授） 
学会賞・奨励賞選考報告 会  長 中澤和夫（青山学院大学名誉教授） 
事務局報告  事務局長 西脇幸太（愛知文教大学） 
会計報告  会  計 佐藤健児（日本大学） 

 
シンポジウム（徳望館 4 階 AT-401 教室）15.35 – 17.45   

テーマ 「現代英語に見る歴史の痕跡」 

司 会 野村忠央（文教大学） 
   1. 「英語の経験事実から見た偏流理論、一方向性仮説」………………… 野村忠央（文教大学） 

2.  「"Be not afraid" ― 現代における定形の be を考える」…… 村上まどか（実践女子大学） 
3.  「歴史的変遷からみた現代英語における文法的主語の頻度」……  家口美智子（金沢大学） 
4.  「BE 動詞に刻まれた言語進化の痕跡」………………………………  保坂道雄（日本大学） 

 
閉会の辞 山岡洋（桜美林大学） 
 
懇 親 会 19.00 – 20.30   会場：プラネット淵野辺キャンパスの１階（淵野辺駅から徒歩約

1 分） （懇親会費：一般 5,000 円 学生 3,000 円） 
 
 

連絡先：英語語法文法学会 
〒485-8565 愛知県小牧市大草 5969-3 愛知文教大学人文学部人文学科 西脇幸太 研究室内 

TEL：0568-78-2211（代表）FAX：0568-78-2240（代表） 
（Email: segu.office@gmail.com ウェブサイト: http://segu.sakura.ne.jp） 

 


